
京大100人論文�

分野横断促進と学内の知り合い作りを⽬目的とした�
学際的論論⽂文創出プロジェクト�

京都大学学際融合教育研究推進センター　H27総長裁量経費事業	


① WEBサイトより登録　(2015年12月25日まで募集。100人に達し次第終了)�

② そのサイト上で３つの質問に応える�

�
「私の研究はこんな感じです」　 他分野でもわかるように簡単に説明	
 
�
「こんなコラボできたら嬉しい」 目標や希望、困っていること等	
 
�
「私、こんなことができます」　 提供できる知やスキルなど	
 
�
�

参画する方法�

交わる方法�

① 吉田、桂、宇治にて開催の「特設展覧会」へ！�

② その場で付箋紙にコメントを記載し貼り付ける�

③ 後日、事務局がまとめて、適宜、面談をセッティング�

④ サポート体制�

＊共著者が多い論文を「100人論文」と称しただけで、100人で1本の論文を書くのをめざすわけではありません	


＊	


詳細は裏面�

あなたがいま困っていることを解決しうる異分野の研究者を募り、共同研究として論文投稿する！	


または、あなたの専門知識やテクニックを異分野領域で使ってもらい共同研究をする！	


�

　 　● 異分野の人達とのディスカッション支援�
　　　（要望に応じて初回会議のファシリテーションなど）�
�

　 　● 論文作成や今後の展開等について学際センター、URA室が支援�
�
�特設展覧会のイメージ 

各研究者ごとに（匿名性）、上記３つの質問
を掲示し、協力可能の伝達や質問、コメント、
アドバイスがある場合など付箋紙に記入 



新たな論論⽂文執筆を通じて、本学における分野横断促進と学内の知り
合い作りを促進するプロジェクトです。上記⽬目的に賛同した教員が
各⾃自の得意なことや悩みを出し合い、分野を超えたコラボを創出！�

● ３つの質問（表紙ページ記載）を掲示しあうことで新しい出会いを促します！�

● 収集した質問は「特設展覧会」にて掲示。吉田、桂、宇治の３キャンパスにて！�

● 展覧会にてコメントのあった掲示には、事務局が仲人として研究者同士の調整をします！�

内容�

● 展覧会掲示時には名前や所属、職階は伏せることで、京大らしい自由な交流を目指します�

● 特設展覧会は年に一回の静かなお祭り。落ち着いたBGMとﾌﾘｰﾄﾞﾘﾝｸをご用意�

● 閲覧＆コメント記載はどなたでも自由。ただしコラボを進める際は参画者＊を優先�

● 企画終了後は付箋紙のｺﾒﾝﾄとともにWEBサイト化してｷｰﾜｰﾄﾞ検索可能に(ﾛｸﾞｲﾝは参画者のみ)�

● 本学教員・研究者(有期雇用含)の他、論文作成に関わりたい学生・院生枠、職員枠も。�

● 論文作成や今後の展開等について学際センター、URA室が支援できます�

● 異分野の人達とのﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ支援（ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ冊子や要望に応じて初回会議のﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝなど）�

特長�

● 吉田キャンパス　2016.1.18月〜22金　時計台東に新しくできたｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ棟１F�

● 桂キャンパス　　2016.1.27水〜29金　Bクラ事務棟３F　桂ラウンジ　�

● 宇治キャンパス　2016. 2. 3水〜  5金　黄檗プラザ１F　セミナー室4､５�

場所�

いずれも10−18時（各初日は午後から開始）�

参画方法＆詳細�

http://www.cpier.kyoto-u.ac.jp/� 「学際センター」で検索�

京都大学学際融合教育研究推進センターHPにてバナーをクリック�

主催：京都大学学際融合教育研究推進センター　協力：学術研究支援室（KURA）	


＊３つの質問を登録した方のこと�


